
代表取締役社長 井上 幸治氏
profile

　平成5年入社。趣味はゴルフとマラソン。特
にマラソンは数々の大会にも出場。公私ともに
チャレンジを続けることがモットー。

● 出身地…岡山県倉敷市
● 生年月日…昭和46年1月25日生まれ。

ミクロものづくり岡山作品コンテスト
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業界初の加工機でゴムの切削加工「奇跡のアンブレラ」
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http://www.chemical.co.jp

〒712-8055 岡山県倉敷市南畝1-5-35
TEL：086-456-2414／FAX：086-455-0864
E-MAIL:info@chemical.co.jp

日本ケミカル機器株式会社
■事業内容…ゴム、スポンジ、樹脂等の切削加工 

最新鋭のマシンを駆使した切削加工
　精密に形を再現した小さなゴム製のアンブ
レラ。切削加工の限界を超えたなめらかな
曲線と細かく入り組んだカット部分に驚く。
この加工を可能にしたのが、ゴム業界初の導入
となった「５軸制御CNCルーター機」だ。XYZ
軸に加え、旋回、傾斜の2軸を同時制御。すで
に所有している5軸制御ウォータージェット
加工機よりも旋回角度が深く、フレキシブル
な操作性を備える。
 これまで4軸加工で
培ったオペレーション
ノウハウをさらに進
化させ、約半年かけ
て制御技術を開発。
入力方法、刃物の選
定、回転数、送り速度、治具、加工手順など、何度
も試してはやり直し、独自に工夫を重ねた。難し
いとされるr（アール）の切り出しをはじめ、よじ
れのある複雑な立体も正確に表現。切削加工の
弱点であったずれやひずみも大幅に克服した。

付加価値の高い技術力と徹底した
品質管理
　従来の金型加工と違い、切削加工による最大
のメリットは１点からの小ロットにも対応できる
こと。試作品の受注や新たな商品開発にも意欲
的だ。未来への投資を惜しまず、常に新しいもの
にチャレンジする社風で業界をリードする。
　また、受注・品質・材料・在庫すべてをデータ
管理しトレーサビリティを強化。トリプルチェック
を徹底するなど、独自の品質管理体制にも定評
がある。5軸制御CNCルーター機でのゴム切削
はまだ認知度が低
いのが現状だが、
さまざまな可能性
を秘めている。異業
種からの引き合い
など新たな展開に
期待が膨らむ。

　「奇跡のアンブレラ」は、これまでの常識を
打ち破る新たな発想でなにか面白いものが
できないかと、若手技術者と営業マンがプロ

ジェクトを結成し取り組んだもの。
　誰もが知る形状だが、ゴムの切削加工では
超高難度だ。素材のウレタンは注型素材で生成
し、同時に自社で着色も行う。素材から加工まで
の一貫生産で、特殊部品からアート作品のよう
な遊び心のあるものまで、さまざまな加工に
きめ細かく対応している。

大 き さ

ウレタン90° 自社生成素材素　　材

60H×70×70

技術内容 ・素材から生成・着色し、金型不要
・社内一貫生産で切削加工にて製作

主な特徴

５軸制御ＣＮＣルーター機使用設備

・入り組んだ骨組み部分と細い柄部分の形状
・薄く複雑な形状
・多彩な色味

若手社員が「今までにないもの」に挑戦

５軸ウォータージェット加工機も
保有し、金型不要で対応

球体や変形品の加工も可能

私たちの強みについて

作品コンテスト“優秀作品賞”
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代表取締役社長 山本 憲吾氏
profile

http://www.yama-kin.co.jp/
株式会社山本金属製作所・岡山研究開発センター

リアルタイムで金属加工をサポート 高精度な加工技術を追究
　金属加工時に発生するエネルギー現象を
数値にして“見える化”した「MULTI INTELLI
GENCE®」。工具先端付近およびホルダにセンサ
を内蔵し、切削加工中の温度・振動を計測する。
計測した情報を機外の受信機へ無線送信し、
そこからPCに転送。PCモニタにはリアルタイム
で加工現象のデータが表示される。
　加工現象を明確に把握することで最適条件の
選定が容易になり、結果として加工精度・品質の向上、
さらには製作リードタイムの短縮にも繋がる。また
工具摩耗進行による折損・寿命予知も可能になる。
　加工中の不具合に気づくのは熟練技術者の
長年の経験と勘によるところが大きく、そのとき
に感じる微妙な違和感を言葉にして若手技術
者に伝えるのは難しい。当システムでは違和感
の部分が数値として示されるため、データと照
合させれば説明
しやすく理解も
されやすい。
　「見える化」は
技 術 伝 承 のコ
ミュニケーション
ツールでもある。

見える化はものづくりのイノベーション
　ものづくりに対する現場のニーズは多様化し
ており、今後さらに複雑になることが予測され
る。現在はアセンブリー重視の金属加工だが、
“見える化”がものづくりの視点を変えるツール
となって新たな価値を生み出していけば、加工
技術がハイクオリティな産業へと移行できる可
能性も見えてくる。
　同社ではコア技術である精密加工技術・計測
評価技術により磨きをかけ、ハード・ソフトの
両面においてさらなる進化を続ける。今秋には
島根県にも新工場を立ち上げる予定だ。

　大阪市に本社を置く山本金属製作所は、大手
企業の下請けとして長年加工部品を提供。
　平成24年、加工技術の高度化を目指し利便
性の良い岡山市に研究開発センターを設立。
同センターで加工現象の“見える化”が発案・開
発されたが、高速回転における無線での送受信
は困難を極めた。
　知恵を集結して難題をクリアし、完成後は現
象を正確に捉えているかの検証も繰り返し行っ
ている。加工プロセスの向上は加工の幅を広
げ、加工時間の短縮や原価低減も期待できる。

　平成21年に父親の跡を継ぎ二代目社長となる。
仕事では会社づくり・技術づくり・人づくりに情熱
を注ぐ。趣味はゴルフと読書。速読ができるので
ジャンルの異なる本を３冊並べて時間差で読む。

● 出身地…大阪府大阪市
● 生年月日…昭和47年１2月19日

主な特徴

・切削工具・ツールピンの先端付近にセンサを内蔵
・ホルダ内部に計測器とワイヤレストランスミッターを搭載
・計測した情報は無線送信され機外のPCにてリアルタイムで確認可能

リアルタイム加工現象モニタリング機器
「MULTI INTELLIGENCE®」

作品コンテスト“優秀作品賞”

私たちの強みについて

・切削加工中の工具温度・振動といった現象を計測し、リアルタイムでモニタリング可能
・加工現象の見える化を実現し、加工中の最適加工条件選定やトラブル解析をサポート

技術内容

使用設備 マシニングセンタ、NC旋盤、FSW装置　等

〒701-1221 岡山県岡山市北区芳賀5324
TEL：086-239-8585／FAX：086-286-8330
E-MAIL:sugata@yama-kin.co.jp

■事業内容…金属精密加工・計測評価、コア技術の高度化研究

送信機コントローラ

A/Dコンバータ

切削工具

RMS回路 加速度センサ

ホルダ

電池
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